
第３学年〇組 

理科学習活動援助案 

指導者 山北 泰士   

活動主題 「化学電池のしくみを探究する」 

活動の価値 

 「化学電池」は、1800年に発明されたボルタ電池から始まり、改良を加えたダニエル電池、そして、現

在では様々な化学電池が生みだされてきた。このような「化学電池」は、電源がなくても手軽に電気エネ

ルギーをとりだすことができるため、私たちの生活の中で広く利用されている。例えばスマートフォンや

タブレット、ＰＣに利用されているリチウムイオン電池や時計やリモコンに利用されている乾電池、さら

には、自動車に利用されている鉛蓄電池も化学電池である。このように、「化学電池」は､私たちの生活を 

より豊かなものにしてくれているため、なくてはならないものである。 

本活動は、化学電池のしくみについて探究する活動である。この活動を通して子どもは、質的・実体的

な見方や考え方を働かせて、化学電池のしくみを化学変化とイオンを関連付けて理解することができる。

また、目に見えない「イオン」をモデルで表すことができるようになるため「イオン」を可視化すること

ができるようになる。このことによって、目に見えない化学変化のようすをモデルで表すことで電子の移

動に気づくことができるようになる。つまり、化学変化について、事象の結果と原因を関連付けて捉えよ

うとする態度を養うことができるため、大変意義深い。 

子どもの実態 

 本学級の子ども（〇名）はこれまでに、水溶液には、酸性、中性、アルカリ性があり金属を溶かす水溶

液もあること、水溶液中に溶けた物質の粒子が残っていること、目には見えないが物質は原子や分子で構

成されていること、電子が移動することで電流が流れることについて学習している。事前に行ったアンケ

ート調査によると、電流が流れるものはどのようなものがあるかについては、多くの子どもが鉄や銅など

の金属と答えることができた。また、その理由を問うたところ、多くの子どもが電子の存在を理解して説

明することができていた。さらに、水溶液などの液体と答える子どもが〇％であったが理由まで説明する

ことできなかった。次にイオンについて知っていることを問うと、マイナスイオンを挙げた子どもは〇％

で最も多く、次いでプラズマイオンやナノイオンを挙げた子どもは〇％、銀イオンやアルカリイオン水を

挙げた子どもは〇％であった。一方で、分からないと回答した子どもは〇％であった。最後に、電池の役

割は何かを問うと、電気を流すことができるものと回答した子どもが〇％と最も多く、次いで化学変化を

利用して、電流を流すことができるものと回答した子どもが〇％であった。 

 以上のことから、子どもは普段の生活やこれまでの学習を通して、電流が流れるためには、電子が移動

することが必要であること理解していることが分かった。一方で、水溶液などの液体には電流が流れない

と考えていることが分かった。また、イオンについても、日常生活から意識していないことや電池につい

ても電子が移動していることを意識している子どもは少ないことがわかった。したがって、化学電池につ

いての問題を見いだし、質的・実体的な見方や原因と結果といった見方や考え方を働かせながら科学的な

探究を進めイオンのモデルと関連付けで事象を捉えることができるように援助していく必要がある。 

活動の指導観 

 そこで本活動では、化学電池について学習課題を設定し、化学電池で起こる化学変化をイオンのモデル

と関連付けて理解し、化学電池で起こる化学変化の規則性や関係性を見いだし表現することができること

をねらいとする。そのために、次のような援助を行う。 

・化学電池から電流が流れるしくみについて、解決の見通しをもつことができるように、身近な材料で電

池を作り、電流が流れるしくみを調べ、学習課題を設定する活動を設ける。 

・化学電池のしくみを見いだすことができるよう、ボルタ電池のしくみを調べる場を設定する。また、実

験結果から、イオンのモデルを使って化学変化を確認する場を設定する。 

・ダニエル電池のしくみを理解できるように、ダニエル電池をつくる場を設定する。また実験結果から、

イオンのモデルを使って化学変化を確認する場を設定する。 

・ダニエル電池のセロハン膜の役割を理解することできるように、２種類の水溶液を混ぜたときのようす

を調べる場を設定する。また、２種類の水溶液を完全に仕切ったときのようすを調べる場を設定する。 

・より多くの電流を流す方法を調べることができるように、仮説を立てる場を設定し検証実験を立案し、

実験を行い、課題を解決する場を設定する。 

・より多くの電流を流す方法を調べることができるように、これまでの活動を振り返る場を設定する。 



活動計画（８時間） 

次 時 学習活動・内容       子どもの問いと思考 指導のねらい・内容・方法 

一 

１ 

①  

１ 身近な材料で電池をつくる。 

 ・果物電池、備長炭電池 

コイン電池をつくる 

 ・共通していることを見いだす 

身近な材料で電池はつく

れるのかな。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・課題が把握できるように、 

各電池を作成後、共通点を

確認する場を設定する。 

二 

１ 

⑤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

２ 化学電池のしくみを探究する。 

(1) ボルタ電池のしくみを調べ

る。 

 ・亜鉛板と銅板での表面のようす

を観察する 

・イオンのモデルを使って化学変

化を確認する 

 

 

 

(2) ダニエル電池のしくみを調 

べる。 

 ・亜鉛板と銅板での表面のようす

を観察する 

 ・イオンのモデルを使って化学変

化を確認する 

 

(3) セロハン膜の役割を調べる。 

・仕切りを外した場合と完全に仕

切った場合を調べる 

・仮説を検証する実験を行う 

・実験結果を分析・解釈する 

・イオンのモデルを使って化学変

化を確認する。 

 

どうして異なる２種類の

金属と電解質水溶液を用

いると電流をとり出すこ

とができるのかな。 

 

 

 
 

 

 

 

ボルタ電池の欠点を解決

する電池はないのかな。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 
・電極で化学変化が起こって
いることを見いだすことが
できるように、実験を行う場
を設定する。 

・イオンの存在を見いだすこ
とができるようにモデルを
使って確認する場を設定す
る。 

・電極で化学変化が起こって
いることを見いだすことが
できるように、実験を行う場
を設定する。 

・イオンの存在を見いだすこ
とができるようにモデルを
使って確認する場を設定す
る。 

・セロハンの役割を見いだす

ことができるように、セロハ

ンを外した場合と、完全に仕

切りで仕切った場合の実験

を行う場を設定する。 

・セロハンの役割を理解する

ことができるように、実験結

果を整理する場を設定する。 

三 

１ 

② 

３ 多くの電流をとり出す方法を

調べる。 

（1） 多くの電流を流すための仮説

を立てる。 

・水溶液と金属板の触れる面積 

・金属板の距離 

 (2) 検証計画を立案し、実験を行

い、課題を解決する。 

・電極と水溶液の化学変化を活

発にする 

 (3) 活動を振り返る。 

多くの電流をとり出す方

法はないのかな。 

 
 
 
 

 

 

・多くの電流をとり出す方法

を考えるために、仮説を立

て、検証実験を立案し、実験

を行い課題を解決する場を

設定する。また活動を振り返

る場を設定する。 

○ 子どもの学習目標 

化学電池のしくみを化学

変化とイオンと関連付けて

理解することができる。 

○ 教師の指導目標 

化学電池について学習課題を設定し、化学電池で起こる化学変化を

イオンのモデルと関連付けて理解し、化学電池で起こる化学変化の規

則性や関係性を見いだし表現することができるようにする。 

電流はどうして流れる

のかな。 

（ほとんど内包が形成

されていない） 
 

学習課題 

化学電池はどのようにして電流

をとり出しているのか探ろう 

化学電池について学習課題

を設定し、解決の見通しを

持つことができるようにす

る。 

イオン化傾向の違いに

よって、負極と正極が決

まり、負極から電子が生

じるため、電流がとり出

すことができるんだな。 

（科学的な内包） 

化学電池で起こる化学変化

をイオンのモデルと関連付

けて理解することができる

ようにする。 

化学電池から多くの電

流をとり出すためには、

水溶液と金属板との間

の化学変化を活発にす

ればいいんだな。 

（より科学的な内包） 

化学電池で起こる化学変化

の規則性や関係性を見いだ

し表現することが出来るよ

うにする。 

本
時
５
／
５ 

セロハン膜は２種類の

水溶液が混ざらないよ

うにするためだけでな

く、必要なイオンを通過

させることができるた

め安定して電流をとり

出すことができるんだ

な。 

（より科学的な内包） 



本時  第一理科室 第二次の５時（５/５） 

本時の指導観 

 これまでに、電気伝導性やイオンの成り立ちについて学習している。また、ボルタ電池やダニエル電池

について学習している。その際、ダニエル電池の２種類の水溶液を完全に仕切ったとき、電流をとり出す

ことができるのか疑問にもった。そこで本時では、２種類の水溶液を完全に仕切ったときにどのようにし

て電流をとり出すことができるのかイオンモデルを使って考察する場を設定する。また、セロハン膜の役

割を理解することができるように学習を振り返る場を設定する。  

主眼 

 ２種類の水溶液を完全に仕切ったときのダニエル電池から電流をとり出す方法についてイオンモデルを

使って考察し、セロハン膜の役割を理解することができるようにする。 

本時の過程 

学習活動・内容 指導のねらい・内容・方法 形態 配時 

１ 本時の学習内容について考える。 

（1） 前時を振り返り、学習課題を確認する。 

・２種類の水溶液を完全に仕切ったときの

ダニエル電池の反応を調べる。 

（2） めあてを設定する。 

 

 
問い 
どうすれば電流をとり出すことができる 

のかな 

 

 
・２種類の水溶液を完全に仕切ると電流をと
り出すことができないことを理解するため
に、２種類の水溶液を完全に仕切ったダニエ
ル電池の反応を観察し、問いとめあてを確認
する場を設定する。 

（授業前の内包） 
○ダニエル電池は２種類の金属と電解質の水
溶液を利用することで、電池としてはたら
く。また、２種類の電解質の水溶液を混ぜる
とダニエル電池の利点がなくなる。 

 

 

 

一 

斉 

 

 

 

 

15 

２ イオンモデルを使って電流をとり出すた

めの方法について考察する。 

（1） 電流をとり出せなかった原因について考

察する。 

・亜鉛板から亜鉛イオンができないから 

・亜鉛板から電子が放出されていないから 

・電子を放出して、亜鉛イオンになっても電

気的に亜鉛イオンが多く発生するから放

出した電子が引き寄せられるから 

  

（2） 電流をとり出す方法を考察する。 

・亜鉛イオンが少なくなればよいのではな

いか 

・亜鉛イオンが別のところに移動できると

よいのではないか 

・亜鉛イオンを硫酸銅水溶液のビーカーに

移すことができればよいのではないか 

 
 
 
 
 
・イオンの移動や電子の授受を見いだすこと
ができるように、イオンモデルを使って考察
する場を設定する。 

・電子が銅板へ移動することができなかった
ことを見いだすことができるように、電流を
とり出すことができなかった原因を考える
場を設定する。 

・電流をとり出せなかった理由を共有するた
めに、全体で確認する場を設定する。 

・電流をとり出す方法を考察することができ
るように、原因を考察する場を設定する。 

・電流をとり出す方法を共有するために全体
で確認する場を設定する。 

・原因を取り除くと電流が流れることを確認
するために、塩橋を使って２種類の水溶液を
完全に仕切ったダニエル電池の反応を確認
する場を設定する。 

 

 

 

 

 

個 

／ 

小

集

団 

／ 

学

級

集

団 
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４ 本時の学習を振り返る。 
（1） セロハン膜の役割を確認する。 
・２種類の水溶液が混ざらないようにする 
・電流を流すために必要なイオンを通過さ
せる 

（2） 本時の学習を振り返る。 
・ダニエル電池はセロハン膜があることで、
電池として機能する 

・水溶液の濃度を変えると、とり出すことが 
できる電流は変化するのか 

・電極の金属板の面積を大きくすると、多く 
の電流をとり出すことができるのか 

・２枚の金属板の距離によって、とり出せる
電流に差はあるのか 

 
 
 
・セロハン膜の役割を理解することができる
ように、考察を確認する場を設定する。 

（授業後の内包） 
○セロハン膜は２種類の電解質の水溶液が混
ざらないようにするためだけでなく、必要な
イオンを通過させることができるため安定
して電流をとり出すことができる 

・ダニエル電池について新たな疑問を見いだ
すことができるように、本時の学習を振り返
る場を設定する。 

 

 

 

個 

／ 

一

斉 

 

 

 

 

 

10 

イオンモデルを使って電流をとり出す
方法を考えよう 

本時の見通しをもつことができるようにする。 

セロハン膜の役割を理解することができるよう
にする。 

２種類の水溶液を完全に仕切ったときのダ
ニエル電池から電流をとり出す理由につい
てイオンモデルを使って考察することができ
るようにする。 



活動の評価規準 

知識･技能 
・見通しをもって実験を行い、電解質の水溶液と２種類の金属を用いた実験に関する
操作を理解している。 

・見通しをもってダニエル電池のしくみを理解している。 

思考･判断･表現 

・化学変化をイオンのモデルを使って表現することができる。 
・ダニエル電池のしくみについて、イオンと関連付けて表現することができる。 
・実験結果から、電流が流れる仕組みについてイオンモデルを使って表現している。 
・多くの電流をとり出す方法と電極で起こる化学変化との関係について、イオンのモ
デルを使って表現できる。 

主体的に学習に 
取り組む態度 

・見通しをもってボルタ電池から電流が流れるしくみを調べようとしている。 
・これまでの活動を振り返りながら、科学的に探究しようとしている 

※ 知：知識・技能   思：思考・判断・表現   態：主体的に学習に取り組む態度 

次 時 学習活動（・内容） 評価規準（観点：方法） 指導の個別化（手だて） 

一 １ 

①  

１ 身近な材料で電池をつくる。 

 

見通しをもってボルタ電

池から電流が流れるしく

みを調べようとしている。

（態：学習プリント） 

活動する前に、「電流がながれ
るとは電子がどのような状態
か」などと問う。 
ボルタ電池のつくりを確認
し、関係ありそうなものは何
かを問う。 

二 １ 

⑤ 

 

 

 

２ 化学電池のしくみを探究す

る。 

(1) ボルタ電池のしくみを調べ

る。 

 

 

 

 

 

 

(2) ダニエル電池のしくみを調 

べる。 

 

 

 

 

 

 

 

(3) セロハン膜の役割を調べ

る。 

 

 

見通しをもって実験を行

い、電解質の水溶液と２種

類の金属を用いた実験に

関する操作を理解してい

る。（知：学習プリント） 

化学変化をイオンのモデ

ルを使って表現すること

ができる。 

（思：学習プリント） 

 

見通しをもってダニエル

電池のしくみを理解して

いる。 

（知：学習プリント） 

ダニエル電池のしくみに

ついて、イオンと関連付け

て表現することができる。 

（思：学習プリント） 

 

実験結果から、電流が流れ

る仕組みについてイオン

モデルを使って表現して

いる。（思：学習プリント） 

異なる２種類の金属と電解質

に注目できるように、金属と

水溶液の組み合わせをいくつ

か提示して問答する。 

 

イオンをモデルで表す方法を

提示し、負極と正極でそれぞ

れどのような化学変化がおき

ているのか問答する。 

 

金属のイオン化傾向を提示

し、負極と正極でそれぞれど

のような化学変化がおきてい

るのか問答する。 

イオンをモデルで表す方法を

提示し、負極と正極でそれぞ

れどのような化学変化がおき

ているのか問答する。 

 

イオンモデルで表す方法を提

示し、水溶液中のイオンがど

のように移動しているのか問

答する。 

三 １ 

② 

３ 多くの電流をとり出す方法

を調べる。 

(1) 多くの電流をとり出すため

の仮説を立てる。 

(2) 検証計画を立案し、実験を

行い、課題を解決する。 

(3) 活動を振り返る。 

多くの電流をとり出す方
法と電極で起こる化学変
化との関係について、イオ
ンのモデルを使って表現
できる。 

（思：学習プリント） 
これまでの活動を振り返
りながら、科学的に探究し
ようとしている。 

（態：学習プリント） 

イオンモデルを提示し、水位

溶液の濃度の濃さや電極の金

属板の面積の大きさはどうあ

ればよいか問答する。 

 

多くの電流をとり出すために

は、電子の量がどうあればよ

いか問う。 

 

 

 

学習課題 

化学電池はどのようにして電流

をとり出しているのか探ろう 


